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一　月　の　天　象
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　ペルセウス座　北の寒室に威丈け高に此のオリンピックの勇者がしのばれ
る．二等星が腰の邊に輝いて居る．左手はしっかとAlgol三星即悪魔の首を
握んで居る．此れは掩蔽現象による隠現自在の女怪ゴルゴンに光る連星で，
二等から四等の間を週期して居る女でこそあれアルゴ1ル型田島星の代表者
である．

　牡牛座フエニキヤ．11の娘オイ・1ぺを誘惑せんものと大帥ゼウスが
姿を牡牛に攣へて彼女に接近したと云ふのである．Hyadcs星團が此の白午の
まっかうに輝いて居る．一等星a星が忍び姿のゼウスのi蹟ででもある。牡牛
の肩のところに月の侍女七人の乙女達が青白い灯をともして居る・猟人オリ
オンに追はれる身を辛くも星芸に身を包みながらもPleiadcsの大祠1に回る夜

半の遠い合唱であらう．
　工　iJ　ecヌス座悲しい少年フアエトンの幼い身を呑んで挿かに南へ南へと
黙々と流れ行く。小舟のγ星がボツカリ舟唄もなく浮んで居る．我々の國は

最早や此の河の流れ流れ・る果てを見るに忍びないのではないか．


